































































































































一、本文には 句読点に、 「。 」が付されている。翻刻では、句点、読点ともに、 「。 」で統一した。
 



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































はいかゝあらん。此哥を。これかれあはれかれと。ひとりかへしせす。しつへき人もま はれゝと これをのみい かりて。物をのみくひて夜更ぬ。此哥主まからすといひて立ぬ ある人の子のわらはなる。ひそかにいふ。まろ此 のかへしせんといふ。おとろきていとおかしきことかな。よみてんやは よみつ
へくは。はやいへかしといふに。まからすとて立ぬる人を。ま






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































しが。是も心あしくして。正月十五日に巷中に てうせぬ。其霊魂ととまりて。道路にさまよひて。行人をなやます。此人平生粥をのみ好みける故に 今日是をまつれは 災なし か
や。此二説いつれをよしとも定かたし。大方わたまし。養






























































































































































































































































































































































































































たる時に舟にのるへ ところに 。かの國人馬のはなむけ 。
わかれおしみて。かしこのからうた作りなと けんや。あ す









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ふかひなくそこほれたる。家をあつけたりつる人の心も。あれたるなりけり。中垣こそあれ。ひとつ家のやうなれは。のそみてあつ れるなりけり。さ はたよりことに。物もたえすえさせたり。今夜かゝる事と。聲高にものもいはせす。いとつらくみゆれと。心さしはせんとす。さて池めいてくほまり。水つける所 り。
邊ほとり
に松もありき。五年六年のうちに。千年やすき
にけん。かた枝はなく にけり 今おひたるそましれる 大かたみなあれにたれは。あはれ そ人
く
いふ。思ひ出ぬ事な
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 萬治四年辛
丒
二月下澣野道生誌
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